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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 12月 21日 (2006.12.21)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 現 像 剤 を 受 入 れ る 受 入 れ 口 と 、 前 記 受 入 れ 口 を 開 閉 す る シ ャ ッ タ と 、 を 有 す る 現 像 剤 受
入 れ 装 置 に 着 脱 自 在 な 現 像 剤 補 給 容 器 に お い て 、
　 現 像 剤 を 収 容 す る 容 器 本 体 と 、
　 前 記 容 器 本 体 内 の 現 像 剤 を 排 出 す る 排 出 口 と 、
　 前 記 シ ャ ッ タ と ス ナ ッ プ ロ ッ ク 自 在 に 設 け ら れ 、 前 記 容 器 本 体 の 回 動 に 伴 い 前 記 シ ャ ッ
タ を 開 閉 移 動 さ せ る ス ナ ッ プ ロ ッ ク 部 と 、 を 有 し 、
　 前 記 ス ナ ッ プ ロ ッ ク 部 と 前 記 シ ャ ッ タ と の ス ナ ッ プ ロ ッ ク 解 除 に 要 す る 解 除 力 を Ｆ 、 こ
の 解 除 力 に 対 し 垂 直 な 方 向 へ の 前 記 ス ナ ッ プ ロ ッ ク 部 の 弾 性 変 形 力 を Ｐ 、 と し た と き 、
　 　 Ｐ ＝ ｋ Ｆ 　 　 ０ ． ２ ５ ≦ ｋ ≦ １
　 　 ５ ≦ Ｆ ≦ ３ ０ 、 ３ ≦ Ｐ ≦ １ ５
を 満 足 す る こ と を 特 徴 と す る 現 像 剤 補 給 容 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ス ナ ッ プ ロ ッ ク 部 は 回 転 軸 線 方 向 に 複 数 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
の 現 像 剤 補 給 容 器 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 、 現 像 剤 を 受 入 れ る 受 入 れ 口 と 、 前 記 受 入 れ 口 を 開 閉 す る シ ャ ッ タ と 、 を 有 す
る 現 像 剤 受 入 れ 装 置 に 着 脱 自 在 な 現 像 剤 補 給 容 器 に お い て 、
　 現 像 剤 を 収 容 す る 容 器 本 体 と 、
　 前 記 容 器 本 体 内 の 現 像 剤 を 排 出 す る 排 出 口 と 、
　 前 記 シ ャ ッ タ と ス ナ ッ プ ロ ッ ク 自 在 に 設 け ら れ 、 前 記 容 器 本 体 の 回 動 に 伴 い 前 記 シ ャ ッ
タ を 開 閉 移 動 さ せ る ス ナ ッ プ ロ ッ ク 部 と 、 を 有 し 、
　 前 記 ス ナ ッ プ ロ ッ ク 部 と 前 記 シ ャ ッ タ と の ス ナ ッ プ ロ ッ ク 解 除 に 要 す る 解 除 力 を Ｆ 、 こ
の 解 除 力 に 対 し 垂 直 な 方 向 へ の 前 記 ス ナ ッ プ ロ ッ ク 部 の 弾 性 変 形 力 を Ｐ 、 と し た と き 、



　 　 Ｐ ＝ ｋ Ｆ 、 　 ０ ． ２ ５ ≦ ｋ ≦ １
　 　 ５ ≦ Ｆ ≦ ３ ０ 、 　 ３ ≦ Ｐ ≦ １ ５
を 満 足 す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 本 発 明 に よ れ ば 、 現 像 剤 補 給 容 器 の 回 動 に 伴 う 、 シ ャ ッ タ の 再 封 と シ ャ ッ タ と の 係
合 解 除 を 適 正 に 行 う こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 者 等 に よ る 後 述 の 図 ７ 、 図 ８ に 示 す 検 討 ／ 検 証 の 結 果 、 係 合 部 ６ が 係 合
部 ８ ａ と の 係 合 解 除 に 要 す る 解 除 力 、 即 ち 、 本 発 明 に 係 る ト ナ ー 補 給 容 器 の 回 動 方 向 （ 図
６ （ ｂ ） の Ｃ 方 向 ） へ の 解 除 力 を Ｆ （ Ｎ ） 、 ト ナ ー 補 給 容 器 の 回 動 方 向 と 垂 直 な 径 方 向 （
図 ６ （ ｂ ） の Ａ 方 向 ） へ の 係 合 部 ６ の 弾 性 変 形 力 （ こ の 弾 性 変 形 力 は 、 大 き く な る と 弾 性
変 形 し 難 く な り 、 小 さ く な る と 弾 性 変 形 し 易 く な る 指 標 で あ る ） を Ｐ （ Ｎ ） と し た と き 、
解 除 力 Ｆ と 弾 性 変 形 力 Ｐ と の 間 に 、 以 下 の 関 係 を 満 足 す る こ と が 好 ま し い こ と が 分 か っ た
。 な お 、 図 ８ は 、 図 ７ で 示 す 結 果 を プ ロ ッ ト し た も の で あ る 。
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